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大気由来の負荷量等の把握

 
MM5／CMAQ によるシミュレーションにより湿性・乾性降下物の分布を推定 

自動雨水／粒子・ガス状物質採取器により複数箇所で湿性・乾性降下物を測定 

両者を検証して負荷マップを作成 

森林・市街地等からの面源負荷を推定・

計算することにより大気降下物による

琵琶湖への負荷を把握する。 

オゾン、窒素酸化物等の沈着量を把握す

ることにより、琵琶湖流域の農作物・森

林等の植生への影響を評価する。 

人の呼吸器系への健康影響が懸念され

ている PM2.5 に占める物質の成分分析

を行うことにより発生源別の寄与を求

め、対策のための資料とする。 

環境リスク低減のための実態把握に向けて
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　大気汚染状況の監視結果からは光化学オキシダント濃度が増加傾向を示しており、また、今

後の監視における新たな環境基準として微小粒子状物質が設定されています。

　越境する大気の動態を捉えることで、琵琶湖集水域にもたらされる大気由来の負荷量の実態

を把握するとともに、環境基準を達成していない光化学オキシダントの生成機構の解明や、琵

琶湖の水質あるいは流域の植生への影響評価につなげていく必要があります。

大気降下物に関する解析評価（調査解析３）

取組内容

研究全体のイメージ

　大気由来の負荷量やその影響を把握するため、東アジアから日本、西日本から近畿、滋賀県に至る大気
降下物の動態をシミュレーション解析することにより、琵琶湖集水域への負荷量や微小粒子状物質にかか
る原因物質排出源の推定や光化学オキシダントの生成機構を解明します。
　また、モデル値と成分分析等実測値の比較検証を行うことで時期や地域ごとに現状を詳細に解析評価し
ます。
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[ 湿性・乾性降下物、微小粒子状物質の把握 ]
　・気象、排出源、大気の各モデルによるシミュレーション結果と降雨や面源負荷の実測値による解析お
　　よび過去データと比較検証します。
　・温度や湿度の影響を受けやすい微小粒子状物質のサンプリング方法について検討します。
　　　　サブテーマ名「大気降下物の流域への負荷量把握」・「微小粒子状物質の現状把握」
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